
























勤務し、恒富研究をテーマとしていた私は、この「北野恒富展」 企画に携わったが、初の本格的回顧展としての限界や、展覧会図録の論攷 、紙数の制約があって充分に論じきれないことがあった。その後、いくつかの問題には、別に論攷を発表する機会を得たが、本年、大阪大学に移った機会に、 「北野恒富展」に関して 少し自由な形で二つのことを記 てみたいと思う。
一つは「北野恒富展」前後の大阪画壇研究の動きについてである。 「北野恒富展」は、もと産経新聞大阪本社事
業部に在職した南市雄氏が、恒富の御遺族の強い依頼もあって 美術館に企画を持ち込んで実現した展覧会である。内容に関しては、大阪画壇や大阪ゆかりの画家 とりあげたそれまでの展覧会の流れと、恒富をとりあげた研究史との交叉する地点に開催されたと考えられる 確かにそこには学術研究の成果も反映さ ているが、時代や社会動向を睨んだ展覧会独自の思想、展覧会固有の生理 作用した部分もあり、企画側の人間が何 考えて一つの展覧会を組織し、開催したかを記録することは、社学連携を重視する現代の大 にとっても意義あること 思う。
もう一つは、美術史研究の視点から造形的な問題に触れておきたい。 「北野恒富展」では、数々の新出作品のほか、
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葭堂の展観・出版など学術的な顕彰や、南木芳太郎創刊の「上方」など郷土研究誌でも美術がとりあげられ、大阪の画家についての言及も比較的なされた。大阪市立美術館も「大阪芸苑紹介企画」と銘打って「岡田米山人並半江展」 （昭和十六年） 、 「西山芳園並完瑛展」 （昭和十七年）を開催している。
ところが戦後になると大阪の美術愛好は、 「阪急美術」 「汎究美術」を経た「日本美術工芸」など、美術雑誌に継



















市立美術館計画もあった枚方市では、市立枚方市民ギャラリーで「浪華 粋 　近代大阪の日本画名品展」 （平成























」 （平成七年） 、 「美術












の遅れによる大阪の美術作品や美術情報の散逸、それにともなう大阪そ ものの文化的な地位低下を阻止したい思いがあった。例えば平成二年に第一次開館した東京都写真美術館は、浪華写真倶楽部、丹平写真倶楽部などの戦前の大阪の前衛写真 コレクションを、在阪の所蔵家より寄贈されている。 市が写真作品 収集を開始 のはその寄贈直後であり、すでに重要作品の大半は東京都 所蔵品となっ た その反省から準備室でも、大阪の美
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術を積極的に扱おうという姿勢を示そうと意図したのである。また「美術都市」という言葉は、 「世界都市」 「歴史都市」などの用語が当時、頻繁に用いられていたことから 造語で、文化芸術の軽視で戦前にも「物質の塵
都（３）
」










京子）の『現代日本美人画全集第三巻・北野恒富／中村大三郎』 （集英社）がある 美術全集 一冊で、門下の中
村貞以に一巻を割りふるのに比べ、中村大三郎と組み合わされての刊行だが、まとまった早い著述である。続いて平成元年に刊行がはじまる『日本美術院百年史』 （日本美術院）の調査で、松浦あき子氏らによって恒富資料も次第に集められていった。
没後の個人展は、平成三年、博物館明治村での「描かれた浪花情緒 　北野恒富の美人画」が先駆けとなったが、





富」 （京都国立近代美術館ニュース『視る』三九一号 が る。翌平成十三年、 「北野恒富 画風形成に関する一考察
―
明治末期の作品を中心に」 （ 『美術史』第一五〇号）で川西氏は、黒田清輝など白馬会との関係で恒富の初期





























































書房）で詳しく論じた。平成十六年に拙稿で資料紹介「以類集（近代大阪画人寄書） 」 （ 『大阪の歴史』第
64号、大






























































大正四年、第九回文展に出品した《暖か》 （挿図１） 、第二回再興院展に出品した《鏡の前》 （挿図２）は、共に
滋賀県立近代美術館が所蔵する。洋画風の描写に、緊密な構図と明確な色彩設計を意識し、明治末の恒富様式の完成作品であるともに、大正中期の《淀君》などに至る変化を示す作品である。《鏡の前》は、寛文美人画を近代に再生したような細身の芸妓の立ち姿を描く。大きな瞳に着物の黒と帯の赤が
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五回文展で《日照雨》が三等賞となり全国的なデビューを果した。こ ころ京都 画家に「画壇の悪魔派」と呼ばれ、明治四十五年（大正元年） 、京都の第二回仮面会 出品するほか、現代名家風俗画展に《浴後》 （京都市美術館所蔵、挿図３）を出す。また、野田九浦、菅楯彦、上島鳳山らと大正美術会を結成して大阪 壇の再編に奔走した。
しかし、大正二年、第七回文展で心中天網島を描く《朝露》が落選して翌年は文展に出品せず、横山大観の誘い
で第一回再興院展に《願いの糸》を出す。年恒没後、恒富は 桜之宮の泉布観 滞在していた大観の知遇 得たらしく、 二 、第三回再興院展 ころにも 大観は泉布観 敷地に一軒を借りていたらしい。恒富は 観の誘いで大阪からただ 人 再興院展に参加し、同人となった。
上記の画歴と《暖か》 《鏡の前》に触れた文献が『帝國繪畫寶典（一名文展出品秘訣） 』 （大正七年発行 　帝國繪
畫協會）である。 「それから七回に『朝露』と云ふ小春治平 心中ものを露骨 描いて出した、大分非難があつとかで落ちたので、それから文展がいやになつて出さずに居た 其中に美術院に出す時に赤と黒との印象を描いて
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に残る裸婦（挿図４）も、髷を結った女性が畳に膝を着き、両手 あげて髪に簪 挿してい 姿 。同時期のスケッチに、宗右衛門町側から川越 に道頓堀の櫓を望んだ図があり、裸婦は専門の美術モデルではなく、御茶屋で頼んで描いた可能性が高い。この裸婦のポーズ 上半身は《鏡の前 、膝を着いた姿は前出《浴後》や《暖か》へ展開したと想像できる。
次に《暖か》 《鏡の前》の原型と思われる構想スケッチが挿図５である。一つの縦長の画面の前に、胸元を少し


















で「獰猛に大阪の画壇を活歩」した。 《浴後》はその代表例だが、 鏡の前》の大下絵で 変更によっ 、洋画の描写をストレートに取り入れた《浴後》の表現から、恒富が意識的に転換しようとしていることが確認できる。
画題に関して言えば、花街の風俗として知られた「雑魚寝」の体験を意識したものかもしれない。大阪ゆかりの
ジャーナリスト、松崎天民は「歓楽の世界 （ 『夜の京阪』大正九年、文久社出版部）で「大阪 色町では、昔から軽く雑魚寝と云ふ事をした。客一人に女二人、 男二人に女三人と云ふ割合で 貸座敷 二階で、 殆ど着のみ着のまゝで、一緒に寝ることであつた」とし、大阪では「こ 雑魚寝と云ふことが、一つの情趣になつて居た」とする。雑魚寝は大阪を舞台とした文学作品にも登場す
る（８）
。


























大正中期の恒富は《淀君》をはじめ、 《茶々殿》 （大阪府立中之島図書館所蔵） 出雲の阿国を描く《三味線》 （個








いにふける女性を描いたこ 作品 、仲田勝之助は「白銀調」 「銀のノクターン」と評したが、 《涼み》も画面の調子として仲田の言う「白銀調」に属する作品であり、 《ゆうべ》に漂うけだるさとは異なるが、髷の形は二点と同じ島田髷で、二年間にまたがった連 と解釈できるので なかろうか。
大下絵（挿図
6）を見ると、手の位置をどうするか、簡略な線で描いた痕跡が体の左右両側に認められ、試行錯
誤している様 がうかがえる。結果的に、左右に大きく手を伸ばすと、画面がダイナミックになり過ぎ ので、両手を体の輪郭の内側に納め 川風になびき、上から吊り下げられたよう も見える着物のラインを際だたそうと意図したのだろう。また、大下絵での女性の目は まさ 浮世絵風の点を打った黒目だ 、完成作では顔の部分や鬢のほつれなどに生々しさが感じられる。
0
団扇絵の役者は、結髪や隈取りから、伊達家の御家騒動を題材とした「伽羅先代萩」の荒獅子男之助と思われる。



















びあがるのは、打ち上げ花火でも見あげているからだろうか。花火を模した浴衣の紫陽花模様や、星印の帯が機知に富み、星がひとつ輝く。《ゆうべ》 《涼み》が連作の可能性があるのと同様、本図も、前年の昭和十三年の第二十五回再興院展に出品された《五月雨》 （大阪市立近代美術館建設準備室所蔵）とセットになった作品と考えたい。 《五月雨》では黄聚楽であろうか壁の黄色、 《星》では夜空の青が、画面全体の調子を形成する明快な色彩設計がなされる。同じ手摺りの木枠に寄り かっても 五月雨》 雨のなか玄人の芸妓が下 向いて鯉に餌をやり、 《星》は、快晴の夕空を、素人の良家の娘が見上げるという対照的モチーフを選ぶ。背後の手摺りは《涼み》では橋の欄干だったが、 《星》の木枠が何かは確認できていなかった。しかし、 大下絵（挿
図
）によって、大阪の夏の風物詩であった物見台での夕涼みであることが確認できる。船場界隈の商家では、物










と同じ昭和十三年九月、欧州で第二次大戦 勃発した煙硝臭い時代のなか、当時の展覧会評は「低調な感傷に戸惑ひさせられる」 （井上靖） 、 「甘いには相違ないが」 （春山武松）と厳しい。しかし、本作品は、独特の都会生活を表現して大阪のモダニズムを象徴する作品であり、 遊蕩の歳月を経て昇華されたエスプリと、 諦観さえ感じさせる淡々とした艶麗 が醸しだされた名作であ 。
最後に
展覧会は決して研究論文の「可視化」ではなく、過去の研究成果を十二分に反映させながらも、同時に展覧会開
催自体、一人の画家や時代を掘り下げる有力な調査研究方法 。図録も 展覧会の終了後、会期中、寄せられた情報や新事実も加えて刊行した方が精密であることは言うまでもな しかしまた、現代の展覧会は、純然たる研究上の問題ではなく、地域それぞれが抱える文化情況 も密接に連動して開催されて る。時には、各地で盛んな街づくり なか 都市に生きる人間の「記憶」の問題も含んで市民意識と密接に連動し、展覧会が有効に作用することがあ うるの いか。
京都国立近代美術館が、土田麦僊、村上華岳など国画創作協会の画家をはじめ、京都画壇の画家の企画展を継続
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開催し、 その業績の再検証を進めてきた蓄積は、 新しく「美術史」を執筆する際に、 どの画家や作品を選ぶかといった枠組みの構築に強力に反映されることになるだろう。そ てまた、個性ある画家たちの存在を常に市民が展覧会で確認し、意識し続けることにおいて、 「美術の都」としての京都のイメージ補強にも貢献する。
これに比べて、大阪画壇の重要な画家の展覧会もなかなか開かれず、市の近代美術館建設計画も停滞したままの
大阪では、都市に住む市民としてのアィデンティティー形成に、美術の歴史は作用することなく、忘却されていく一方になる。また、地域の美術館博物館がいくら奮闘しようとしても、マネージメントの観点のみで言えば 大阪画壇の展覧会企画は収支の問題で予算措置されない可能性も高い。しかし こうした大阪 過去の文化遺産への冷遇や関心の低さが、情報発信などの面において、政治経済やマスコミにおける大阪 相対的地位 低下とも連動している可能性を私は強く感じる。
平成十五年は「北野恒富展」と並んで、大阪歴史博物館で木村蒹葭堂の大展覧会が開かれた。それぞれ近世と近

























































































































右上　挿図 4　稲野年恒「松山颪」挿絵（広津柳浪作、「大阪朝日新聞」連載）明治 40 年












Regarding The Kitano Tsunetomi Exhibition:
 Research Supplemental on Osaka Artistic Circles
Setsuya	HASHIDUME
KITANO	Tsunetomi	 (0-4)	was	an	Osaka	artist	known	for	his	




establishing	 the	art	school,	Hakuyôsha,	he	 took	part	 in	raising	 the	next	
generation	of	Japanese	artists.	 In	00,	 the	first	 large-scale	exhibition	on	









trend	of	 exhibition	openings,	 I	 intent	 to	conduct	an	assessment	of	 the	
significance	and	place	of	the	Kitano	Tsunetomi	exhibition.
The	 second	matter	 that	 this	paper	will	 touch	upon	 is	 the	use	of	
sketching	 (ôshita-e)	 in	 the	production	of	an	artwork,	 touching	upon	 the	
issue	 of	 process	within	Tsunetomi’s	work.	 In	 the	Kitano	Tsunetomi	
exhibition,	several	newly	discovered	sketches	of	“Yodogimi”	and	“Ocha-
shitsu he”	were	 put	 on	display.	 In	 addition	 to	 this,	 the	 existence	 of	
sketches	of	works	displayed	 in	 the	exhibition	was	made	known.	 In	 this	
paper,	 I	 intend	 to	 look	 to	 these	newly	discovered	sketches	 -	“Atataka”	
(),	“Kagami	no	mae,”	 two	works	that	were	conceived	of	as	one,	and	
the	 sketches	 for	 “Suzumi”	 (6)	 and	“Hoshi”	 ()	 -	 and	clarify	 the	
manner	of	Tsunetomi’s	productive	process	by	comparing	 the	 finished	
works	and	sketchbook	drafts.
キーワード：	大阪画壇，北野恒富，本画と大下絵，日本美術院，美人画
